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回答者の属性

（1）調査の概要

 目的

総合交通計画の策定にあたり、日常生活における交通の利用状況や公共交通への満足度・ニーズ、交通

政策への意見等を把握し、今後の交通政策に反映するための基礎資料として活用する。

 対象

富山市に在住する満15歳以上の男女5,000人（無作為抽出）

 方法

① 郵送によるアンケート調査形式・郵送回答（直接記入）

② インターネット（Webフォーム）での回答

 期間

令和4年8月26日から9月19日

 回収数

2,327人（郵送回答：1,881人、インターネット：446人）

 回収率

46.5％

＜性別＞ ＜年齢＞

＜職業＞ ＜地区＞

男性

45.7%

女性

54.3%

会社員（役員含む）・公務員                                       

41.5%

自営業

5.6%

パート・アルバイト

16.1%

主婦・主夫

10.6%

学生

6.1%

無職

17.6%

その他

2.5%
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１０代

5.0% ２０代

7.3%

３０代

10.2%

４０代

15.3%
５０代

18.3%
６０～６４歳

8.8%

６５～６９歳

11.9%

７０代以上

23.2%

富山中央

15.9%

富山東部

16.0%

富山西部

5.4%
富山南部

11.5%
富山北部

8.2%

和合

3.7%
呉羽

6.0%

水橋

3.5%

大沢野

4.9%

大山

3.5%

八尾

4.8%

婦中

8.7%

山田

4.2%

細入

3.7%
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車の有無

（2）回答者の概要

回答者は、50代以上が過半数を占めるとともに、富山中央・富山東部・富山南部地区居住者が多くなっ

ています。（P40：年齢、地区参照）

自由に使える車がある人は、令和元年度調査より7ポイント増加しています。

回答者の85.1％が、運転免許証を保有し返納の予定がない一方で、保有していない・返納の予定がある

回答者が14.9%みられます。

携帯電話のうち、スマートフォンを利用している回答者の割合は、90.5％と、令和元年度調査より約27

ポイント増加しています。

運転免許証の有無

携帯電話の利用

免許証を保有しており、今

後5年間程度は返納の予定

はない

85.1%

免許証を保有しているが、今

後5年間ほどの間に返納する

予定がある

3.6%

免許証を返納したため、

保有していない

2.9%

免許証をもともと保有していない

8.4%

※R4より選択肢変更
車があるが、自由に使えない 車がない

3-1.調査の概要

41.2%

63.7%

90.5%

58.8%

36.3%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

H26 N=3948

R1 N=3852

R4 N=2243

スマートフォンを利用している 利用していない

70%

77%

79%

86%

5%

5%

4%

5%

25%

18%

17%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H18 N=2223

H26 N=3850

R1 N=3850

R4 N=2223

自由に使える車がある 車があるが、自由に使えない 免許を持っていない
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外出頻度（全体）

（1）移動状況

・ 週に２日以上外出する人の割合は全体で95.1％、高齢者では90.9％となっています。

・ 交通手段別の移動時間は、路線バスを除く移動では、20分以内が半数を占めています。

・ 平日の外出目的は通勤（58.4%）及び買い物（24.7%）の割合が高く、休日は買い物（66.4%）及び

趣味・レジャー（18.9%）の割合が多くなっています。

交通手段別の外出時移動時間（平日全体）

外出目的

外出頻度（高齢者・64歳以下別）

ほぼ毎日

64.4%
週４～５日

18.1%

週２～３日

12.6%

週1日程度

3.5%

ほとんど外出しない

1.4%

76.9%

42.0%

15.3%

22.5%

5.5%

26.4%

1.5%

7.1%

0.8%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

64歳以下

(n=1373)

65歳以上

(n=662)

ほぼ毎日 週４～５日
週２～３日 週１日程度
ほとんど外出しない
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4.3%

6.0%

2.0%

5.6%

15.2%

17.9%

10.7%

13.9%

17.4%

9.0%

28.6%

6.0%

24.1%

17.6%

25.4%

17.9%

10.0%

22.2%

23.1%

9.0%

14.3%

36.0%

19.4%

8.7%

13.3%

14.2%

20.0%

11.1%

5.7%

1.5%

10.7%

12.0%
0.9%

8.0%

17.9%

3.6%

14.0%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（送迎含む）

鉄道（富山港線含む）

市内電車（環状線含む）

バス

自転車

5分 10分 15分 20分 30分 40分 50分 1時間以上

58.4%

5.9%

2.6%

24.7%

4.3%

4.1%

7.5%

1.5%

0.7%

66.4%

18.9%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

通勤

通学

通院

買い物

趣味・レジャー

その他

平日

(n=2154)

休日

(n=2200)
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・ 週1回以上公共交通を利用する人の割合は、令和４年度では全体の約１割となっており、平成２６年度、

令和元年度に比べて4～６ポイント減少しています。

・ 一方で、公共交通を「ほとんど利用しない」人の割合は、令和４年度で約６割に達しており、平成２６年

度、令和元年度に比べて10ポイント以上増加しています。

・ 最も多く利用されている公共交通は、路線バスで、次いで路面電車となっています。

・ 運賃支払い方法のうち、ICカードの利用割合は、令和元年度調査より6ポイント、平成２６年度より10

ポイント増加しています。
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公共交通の利用頻度

（2）公共交通の利用状況

公共交通の利用区間

運賃支払い方法

1.5%

2.1%

2.2%

4.3%

3.5%

4.0%

1.7%

3.6%

3.9%

2.9%

4.8%

5.5%

8.0%

13.6%

13.3%

23.2%

28.8%

30.0%

58.4%

43.6%

41.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4

 n=2280

R1

 n=4027

H26

 n=4026

ほぼ毎日 週4～5日 週2～3日 週1日程度 月1～2日 年に数日 ほとんど利用しない

R4 N=2280

R1 N=4027

H26 N=4026

69.6%

63.1%

63.7%

2.3%

1.8%

2.9%

6.1%

9.2%

12.0%

10.6%

12.6%

15.8%

8.3%

9.5%

4.5%

3.1%

3.8%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26 N=3663

R1 N=3571

R4 N=1942

現金

定期券（紙券）

定期ICカード（えこまいか・パス

カ・イコカ等）

ICカード都度精算（えこまいか・パ

スカ・イコカ等）

お出かけ定期券

その他

あいの風とやま鉄道線

12.2%

ＪＲ高山本線

12.4%

地鉄本線・立山線

5.1%

地鉄不二越・上滝線

8.0%

富山港線

6.4%
市内電車（環状線含む）

15.6%

路線バス（地鉄バス）

27.2%

コミュニティバス

(八尾、大山、山田)

0.7%

大沢野シルバータクシー

0.1%

まいどはやバス

2.1%

呉羽いきいきバス

0.4%

水橋ふれあいコミュニティバス

0.0%

婦中コミュニティバス

0.2%

堀川南地域自主運行バス

0.1%

その他

9.5%
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公共交通の利便性

（3）公共交通のサービスレベルに対する満足度

・ 公共交通を便利・やや便利と回答した人は令和４年度では52.6％と過半数に達し、前回（令和元年度）

調査より12ポイント増加しています。

・ 特に、時間の正確さや、路線の分かりやすさに対する満足度が高くなっています。

・ やや不便・不便と回答した人は、運行本数、運賃、終発時間の評価が低くなっています。

・ 路面電車への満足度が高い一方で、路線バスの満足度は全体的に低くなっています。

・ 鉄道についても、定時性や路線の分かりやすさを除き、満足度は低い水準になっています。

公共交通別満足度

23.4%

22.2%

47.7%

40.4%

28.9%

27.6%

26.9%

21.1%

22.1%

27.8%

26.5%

46.1%

31.4%

12.4%

13.7%

21.5%

29.4%

14.5%

30.8%

15.2%

13.1%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

運行本数 N=1960

運賃 N=1945

時間の正確さ N=1946

路線のわかりやすさ N=1940

駅やバス停の快適さ・使いやすさ N=1936

駅やバス停への行きやすさ N=1939

始発時間 N=1928

終発時間 N=1928

混雑具合 N=1928

車両の快適性（デザイン、空調等) N=1940

バリアフリー（段差、降車ボタン等) N=1935

満足・やや満足の合計

不満・やや不満の合計

0%

20%

40%

60%

80%
運行本数

運賃

時間の正確さ

路線のわかりやすさ

駅やバス停の快適

さ・使いやすさ

駅やバス停への行き

やすさ
始発時間

終発時間

混雑具合

車両の快適性（デザ

イン、空調等)

バリアフリー（段

差、降車ボタン等)

鉄道 路面電車 路線バス コニュニティーバス等 その他コミュニティバス等
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項目ごとの満足度

23.9%

13.8%

16.2%

28.7%

27.1%

29.5%

24.2%

29.3%

27.7%

23.2%

29.8%

26.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4

 n=1902

R1

 n=3659

H26

 n=3693

便利 やや便利 やや不便 不便

R4 N=1902

R1 N=3659

H26 N=3693
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・ 最も改善して欲しい公共交通は、路線バスが突出しており、次いでJR高山本線となっています。

・ コミュニティバスでは、八尾・大山・山田の市営コミュニティバスが最も高く、次いで、まいどはやバス

となっています。

・ 改善して欲しい内容は、運行本数の増加が最も多く、次いで、パーク＆ライド駐車場の整備、終発時間

となっています。
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交通手段別最も改善して欲しい公共交通

内容別（項目別）公共交通の改善ニーズ

■公共交通への改善ニーズ

50.7%

14.7%

24.6%

8.6%

20.2%

27.1%

10.0%

17.6%

21.0%

5.1%

6.5%

13.4%

21.1%

10.5%

0% 20% 40% 60%

運行本数が増える

もっと早くから運行する

もっと遅くまで運行する

定時性（時間の正確さ）が高まる

電車やバス等の乗り継ぎがしやすくなる

近くの駅やバス停付近に「利用者専用駐車場」が整備され、車を駅

やバス停に置けるようになる

近くのバス停に「駐輪場」が整備され、自転車でバス停に行けるよ

うになる

近くの駅とお住まいの地域を結ぶバスが運行する

屋根付き待合所やベンチの設置など、駅やバス停が快適になる

魅力的なデザインの車両が導入される

歩道整備など、駅やバス停までのアクセスが向上する

高齢者も使いやすいようにバリアフリー（段差の解消）に配慮され

た施設となる

ICカードなどによる運賃割引（乗継割引、ポイント制度など）が導

入される

その他

8.2%

10.2%

3.2%

8.3%

3.1%

7.1%

40.6%

4.6%

1.1%

4.3%

1.7%

0.8%

1.6%

0.5%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

あいの風とやま鉄道線

ＪＲ高山本線

地鉄本線・立山線

地鉄不二越・上滝線

富山港線

市内電車（環状線含む）

路線バス（地鉄バス）

コミュニティバス（八尾、大山、山田）

大沢野シルバータクシー

まいどはやバス

呉羽いきいきバス

水橋ふれあいコミュニティバス

婦中コミュニティバス

堀川南地域自主運行バス

その他

運行本数が増える

もっと早くから運行する

もっと遅くまで運行する

定時性（時間の正確さ）が高まる

電車やバス等の乗り継ぎがしやすくなる

近くの駅やバス停付近に「利用者専用駐車場」が整備され、
車を駅やバス停に置けるようになる

近くのバス停に「駐輪場」が整備され、
自転車でバス停に行けるようになる

近くの駅とお住まいの地域を結ぶバスが運行する

屋根付き待合所やベンチの設置など、駅やバス停が快適になる

魅力的なデザインの車両が導入される

歩道整備など、駅やバス停までのアクセスが向上する

高齢者も使いやすいようにバリアフリー（段差の解消）
に配慮された施設となる

ICカードなどによる運賃割引（乗継割引、ポイント制度など）
が導入される

その他
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（4）公共交通や移動への意識

・ 公共交通に関する新たな取組みについては、MaaSや自動運転の導入などに対する魅力度が高くなっ

ています。

・ 公共交通の利便性の向上について、とても必要である・必要であると回答した人の割合は、81.9％に

達しており、利便性向上に対する要望が大きいものと考えられます。

・ 公共交通への行政の関与については、積極的に支援すべき・ある程度の支援はやむを得ないと回答し

た人の割合は95.8％となっており、公共交通に対する行政の関与には、一定の理解を得られているも

のと考えられます。

・ 将来（10年後）の移動について、不安があると回答した人は約３分の２に達しており、うち年代別では、

高齢者の割合が8割、地域別では、中山間地域や沿岸地域の割合が高くなっています。

公共交通の新たな取組みに対する魅力度

公共交通の利便性向上 公共交通への行政の関与 将来（１０年後）の移動への不安（全体）

行政が積極的

に支援すべき

である

41.0%

ある程度の行政の支援

はやむを得ない

54.8%

行政の支援は

不要である

4.2%

不安がある

64.1%

不安がない

35.9%

第１章 交通をとりまく現状と課題

9.7%

25.1%

10.3%

26.1%

13.9%

23.7%

31.3%

22.3%

33.2%

29.5%

30.4%

24.9%

24.3%

19.1%

28.8%

22.2%

11.7%

26.8%

14.0%

18.9%

14.0%

7.0%

16.3%

7.6%

8.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民の皆さんがお金を出し合い、地域の実情に合ったルートを進

行するバスなどの導入について

（既に、導入済みの地区の皆さんは、現状の仕組みについて)

スマートフォン等を利用して、自宅から目的地までの様々な交通

手段（電車やバス、タクシーなど）の中から最適な方法やルート

が提示され、運賃の決済まで行える仕組みについて

地域の方が車で移動する際、あなたもその方と同じ目的地であれ

ば、その車に相乗りして移動できる仕組みについて

運転手のいない、自動運転バスなどの導入により、運行本数の増

加など、移動の自由が増えることについて

事前に予約を入れて、複数の方が乗合で指定された時間に、指定

された場所へ送迎する仕組みについて

魅力を感じる やや魅力を感じる ふつう あまり魅力を感じない 魅力を感じない

とても必要で

あると思う

23.2%

必要であると思う

58.7%

今のまま

でいい

15.3%

必要ない

2.8%
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住民の皆さんがお金を出し合い、地域の実情に合った
ルートを進行するバスなどの導入について

（既に、導入済みの地区の皆さんは、現状の仕組みについて)

スマートフォン等を利用して、自宅から目的地までの様々な
交通手段（電車やバス、タクシーなど）の中から最適な方法や

ルートが提示され、運賃の決済まで行える仕組みについて

地域の方が車で移動する際、あなたもその方と同じ目的地で
あれば、その車に相乗りして移動できる仕組みについて

運転手のいない、自動運転バスなどの導入により、
運行本数の増加など、移動の自由が増えることについて

事前に予約を入れて、複数の方が乗合で指定された時間に、
指定された場所へ送迎する仕組みについて
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（5）新型コロナウイルス感染症拡大の影響

・ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、公共交通の利用機会が減った（やや減っている・減って

いる）と回答した人は、約３分の１に達しています。

・ 一方、感染が落ち着いた後に利用が増える（増えると思う・やや増えると思う）と回答した人も、約3分

の１みられます。

将来（１０年後）の移動への不安（年齢別）

将来（１０年後）の移動への不安（地域別）

コロナ禍影響による利用機会の変化

38.6%

60.1%

65.2%

63.4%

68.9%

82.5%

65.9%

69.9%

70.2%

81.9%

67.4%

61.1%

89.8%

84.6%

61.4%

39.9%

34.8%

36.6%

31.1%

17.5%

34.1%

30.1%

29.8%

18.1%

32.6%

38.9%

10.2%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山中央

富山東部

富山西部

富山北部

富山南部

和合

呉羽

水橋

大沢野

大山

八尾

婦中

山田

細入

不安がある 不安がない

34.8%

39.6%

52.8%

50.6%

65.7%

72.7%

83.8%

79.6%

65.2%

60.4%

47.2%

49.4%

34.3%

27.3%

16.2%

20.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０～６４歳

６５～６９歳

７０代以上

不安がある 不安がない

利用機会が減った
34.4％

利用が増える
34.2％

変わらない

60.5%

やや減っている

9.1%

減っている

25.3%

やや増えている

0.5%

増えている

0.4%

コロナ前と現在で生活が変わったため、

比較できない（転居、転勤、転職など）

4.2%
増えると思う

12.5%

やや増える

と思う

21.7%変わらない

65.8%

コロナ禍収束後の利用機会の変化
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（6）交通手段分担率

・ 前回調査（令和元年度）結果と比較すると、車の分担率（自分で運転・送迎）が4ポイント増加しています。

・ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響が、要因の一つと考えられます。

交通分担率

（7）まとめ

① 外出時に週1回以上、公共交通を利用する人の割合は、全体の約１割に留まっている一方、公共交通を

「ほとんど利用しない」人の割合が、大きく増加しています。

② 公共交通のサービスレベルに対し、路面電車への満足度が全体的に高い一方で、路線バスの満足度は、

全体的に低くなっています。

③ 公共交通サービスの改善に対する要望について、交通手段別では、路線バスが突出して高く、次いで

JR高山本線と地鉄不二越・上滝線が続いています。コミュニティバスでは、市営コミュニティバス（八

尾・大山・山田）が最も高く、次いでまいどはやバスとなっています。

④ 公共交通利用者のニーズは、運行本数が増えること、パーク＆ライド駐車場の整備、終発時間の繰り

下げに対する要望が高くなっています。また、利便性向上やサービスの持続性に対する可能性として、

MaaSや自動運転などの新たな取組みへの魅力度が高くなっています。

⑤ 公共交通の利便性の向上が必要と回答した人の割合は、８割以上に達するとともに、これに対する行

政の関与は必要と考えている回答者は、９６％に達しています。

⑥ 将来（10年後）の移動について不安があると回答した人は、約３分の２に達しており、うち高齢者の割

合が、8割を占めるとともに、地域別では、中山間地域や沿岸地域の割合が高くなっています。

第１章 交通をとりまく現状と課題
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